
日本語

Videohub 6G
インストール/オペレーションマニュアル

2020年2月

日本語









Blackmagic Videohubソフトウェア
「Blackmagic Videohub Control」は、3つのBlackmagic Videohubソフトウェアアプリケーションのう
ちの1つです。他の2つは「Blackmagic Videohub Setup」と「Blackmagic Videohub Hardware Panel 
Setup」で、設定のコンフィギュレーションや内部ソフトウェアのアップデートに使用します。

Videohubソフトウェアのインストールに関する詳細は、「Blackmagic Videohubソフトウェア」セクショ
ンを参照してください。

Blackmagic Videohub Setupを使用するとラベルをカスタマイズでき、ソースおよび送信先を簡単に
特定できます。ラベルのカスタマイズに関する詳細は、「Blackmagic Videohub Setup」セクションを
参照してください。

Smart Videohub CleanSwitch 12x12
ビデオソースをモニターやオンエアにクリーンに切り替えるためには、同期した信号またはゲンロック信
号が必要です。クリーンな切り替えが必要であるにも関わらず、ソース信号の同期が完璧でない恐れが
ある場合は、Smart Videohub CleanSwitch 12x12を使用できます。同モデルはすべての入力で信号の
再同期に対応しているため、完璧にクリーンなフィードが得られます。

Smart Videohub CleanSwitch 12x12は、すべての入力で完全な再同期に対応しており、ルーターがす
べての入力を自動的に再同期するため、ルータークロスポイント間で常にクリーンでグリッチのない
スイッチングを実現できます。解像度およびフレームレートが同じソースを出力して直接オンエアでき、
カットのみの滑らかなプロダクションを提供できます。Smart Videohub CleanSwitch 12x12は、リファ
レンス入力、あるいは入力1（リファレンス入力が接続されていない場合）にロックします。グリッチのな
いスイッチングを行うには、リファレンス信号および全入力のビデオフォーマットが全く同じである必要
があります。異なるビデオフォーマットが混在していてもスイッチングは可能ですが、同期できません。

Videohubをネットワークに接続
イーサネットネットワークに接続
多くのVideohubモデルはイーサネットポートを搭載しており、ローカルエリアのIPベースのネットワーク
上で、イーサネット・ネットワークスイッチやコンピューターに直接接続できます。

Videohubをネットワークに接続する：
1	 Videohubに同梱されているすべての電源をしっかりと接続し、電源をオンにします。

2	 標準RJ45イーサネットケーブルを使用して、Videohubルーターをネットワークスイッチ、あるいは
コンピューターのイーサネットポートに接続します。

Universal Videohub 288に2つのクロスポイントカードを装着している場合、ネットワークのフェイル
オーバー時の冗長性を確保するために、イーサネットケーブルを両方に接続します。Universal Videohub 
288は、ネットワークスイッチへの2つのイーサネット接続に対応していますが、IPアドレスは1つです。

コントロールパネルを内蔵しているSmart Videohubモデルでは、回転ノブやボタンを使用してIPアドレ
スおよびネットワーク設定をコンフィギュレーションできます。あるいはBlackmagic Videohub Setupを
使用します。フロントコントロールパネルを搭載していないモデルでは、Blackmagic Videohub Setupを
使用してネットワーク設定を設定します。

詳細は、このマニュアルの「Blackmagic Videohub Setup」セクションを参照してください。Blackmagic 
Videohub Setupを使ってネットワーク設定を調整する際は、VideohubにUSB接続されている必要があ
ります。
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イーサネットネットワークに接続したSmart Videohub 20x20

Smart Videohub 20x20

ネットワークスイッチ

コンピューター

イーサネット

イーサネット
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USBでVideohub Serverに接続
イーサネット未対応のVideohubは、ローカルエリアのIPベースのネットワーク上にある、あらゆるコン
ピューターにUSBで接続できます。ネットワーク上の1台の「サーバー」コンピューターをプラグアンドプ
レイUSB経由でVideohubに接続すると、USBプリンターの共有と同様の方法で、Videohubをネットワー 
ク上のコンピューターやiPadと共有できます。サーバーは、専用のパワフルなコンピューターである必要
はありません。

Mac OSあるいはWindowsを起動しているあらゆるコンピューターをVideohub Serverとして使用で
きます。ネットワーク上でサーバーに接続できるMac OS/Windowsクライアントの数は、無制限です。

VideohubをローカルエリアのIPベースネットワークに接続する：
1	 Videohubに同梱されているすべての電源をしっかりと接続し、電源をオンにします。

2	 標準のUSB 2.0タイプAータイプBオスケーブルを使用して、VideohubルーターをVideohub 
Serverコンピューターに接続します。

3	 Videohub Serverコンピューターをネットワークスイッチに接続します。ワイヤレスネットワーク
ではなく、信頼性の高いイーサネットケーブルを使用してVideohub Serverコンピューターに接
続することを強くお勧めします。ワイヤレスネットワークは、電化製品やその他のワイヤレス機器
から影響を受ける可能性があります。

「Videohub Server設定のコンフィギュレーション」セクションを読み進めてください。
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USBでサーバーに接続したStudio Videohub

Studio Videohub

ネットワークスイッチ

コンピューター

USB

イーサネット

イーサネット

Videohub Server設定のコンフィギュレーション
Videohubの接続にイーサネットを使用する場合は、このマニュアルの「Blackmagic Videohub Setup」
セクションを参照してください。

Videohubがイーサネット未対応の場合、VideohubをUSB経由でコンピューターに接続すれば、他の
コントロールパネルがコンピューターを検索することでVideohubを見つけられます。このコンピュー 
ターが効率的に「サーバー」となり、ネットワーク上のその他全てのコントロールパネルを接続できます。

Videohub「サーバー」には静的 IPアドレスが必要で、多くの場合、ネットワーク管理者がこのコンフィ 
ギュレーションを設定します。使用しているオペレーティングシステムに応じて、以下のステップに従っ
てください。
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Mac OS
1	 システム環境設定に行きます。

2	 「Network」をクリックします。

3	 「Ethernet」または「Airport」ネットワークの詳細でIPアドレスをクリックします。

4	 ネットワークのコンフィギュレーションを「Using DHCP with manual address」または「Manually」
に設定します。

Mac OSでネットワーク設定を「Using DHCP with manual address」に設定し、静的IPアドレスを割り当てます。

Windows
1	 コントロールパネルを開きます。

2	 「Network and Sharing Center」をクリックします。

3	 パネルの左側で「Change Adapter Settings」をクリックします。

4	 イーサネット接続を右クリックし、「Properties」をクリックして「Internet Protocol Version 4 
(TCP/IPv4) Properties」を選択します。

5	 「Properties」ボタンをクリックして、「Use the following IP address」を選択します。

Windowsのネットワークコントロールパネルを「Use the following IP address」�
に設定し、静的IPアドレスを割り当てます。
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内蔵コントロールパネルで 
ネットワーク設定をコンフィギュレーション
Smart Videohubモデルでは、内蔵コントロールパネルとLCDを使用して、ネットワーク設定をコンフィ
ギュレーションできます。他のコンピューターやハードウェアパネルが、ルーターを確認できるようにな
り、これらのデバイスがユニットをリモートでコントロールしてルーティングを変更することが可能に
なります。ルーターがフロントパネルを搭載していない場合は、Blackmagic Videohub Setupを使用
してVideohubのネットワーク設定をコンフィギュレーションします。詳細は、「Blackmagic Videohub 
Setup」セクションを参照してください。

フロントコントロールパネルを使ってIPアドレスを設定する：
1	 「MENU」ボタンを押して「Settings」メニューを開きます。

2	 回転ノブを使って「Network」設定をスクロールします。「TAKE」ボタンが点滅します。「TAKE」
ボタンを押して選択を確定します。

3	 ノブを回して変更したい内容を選択し、「TAKE」を押して確定します。

4	 回転ノブを使用して数字フィールドを変更します。「TAKE」ボタンで変更を確定し、フィールドを
移動します。

5	 「TAKE」ボタンを押して最後の変更を確定します。フィールドの入力がハイライトされていない
状態になり、設定が確定したことが分かります。

6	 「MENU」ボタンを押して「Settings」メニューから出て、ソースおよび送信先のステータスに
戻ります。

必要に応じて、サブネットおよびゲートウェイアドレスも同じ方法で設定できます。

「MENU」ボタンを押してネットワークページへ行き、�
「TAKE」ボタンと回転ノブを使ってIPアドレスを設定。

Smart Videohubコントロールパネル
Smart VideohubコントロールパネルおよびLCDの使用
Smart Videohubモデルには、Blackmagic Smart Videohub 12x12、20x20、40x40そして 
Smart Videohub CleanSwitch 12x12があります。これらのモデルは、内蔵コントロールパネルおよび
LCDを搭載しています。コンピューターを使用しなくても、フロントコントロールパネルにある番号のつ
いたプッシュボタンを押すだけでルーティングを変更できます。また、リモートルーターコントロールも
使用できます。
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Smart Videohub 40x40のメニューボタン
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メニューボタン

MENU 
ルーティングディスプレイとネットワークコンフィギュレーションページを切り替えます。

VIDEO 
「SRC」および「DEST」ボタンと併せて使用し、ソース/送信先ビデオをLCDに表示します。

SRC 
このボタンを押した後に番号のついたプッシュボタンを押すと、ソースを選択できます。

DEST
このボタンを押した後に番号のついたプッシュボタンを押すと、送信先を選択できます。

CLEAR
このボタンを押すとルーティングの変更が取り消されます。

TAKE 
このボタンを押すとルーティングの変更が確定されます。

Smart Videohubでルーティングを変更
Blackmagic Smart Videohubのルーティングは、内蔵フロントパネルで簡単に変更できます。

1	 「DEST」ボタン、次に番号のついたプッシュボタンを押して送信先を選択します。回転ノブを使用
して、送信先ラベルをアルファベット順にスクロールする方法でも選択できます。対応する番号の
ボタンが光り、ポート番号が示されます。

2	 「SRC」ボタン、次に番号のついたプッシュボタンを押してソースを選択します。ソースラベルを
スクロールする方法でも選択できます。

3	 送信先とソースを選択したら、「TAKE」ボタンが赤く点滅します。「TAKE」ボタンを押すとルー 
ティングが確定します。この時「CLEAR」ボタンも点滅します。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティ 
ングの変更がキャンセルされます。

カットバス機能の選択
Smart Videohubモデルは、ソースを送信先に切り替える際に、2つのルーティングモードに対応していま
す。デフォルトでは、ルーティング切り替えの際に「TAKE」ボタンを使用する設定になっています。このモー
ドでは、まず送信先を選択し、そこに送信するソースを選択した後に「TAKE」ボタンを押して確定します。

より迅速にルーティングを変更したい場合は、カットバスモードを使用します。カットバスモードでは、
まず送信先を選択し、次に番号のついたソースプッシュボタンを押すか、回転ノブを使ってソースを選択
すると、瞬時にルーティングが切り替わります。ライブスイッチングが必要な環境で、Smart Videohub 
12x12を予備スイッチャーとして使用する場合、この機能は非常に役立ちます。
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カットバスモード/TAKEボタンモードを選択する：
1	 「MENU」ボタンを押して設定メニューを開き、回転ノブを使って「Use Take」設定を選択しま

す。「TAKE」ボタンを押して選択を確定します。

2	 回転ノブを使って、「On」を選択します。これで、ルーティングの変更を「TAKE」ボタンで確定す
るよう、Videohubが設定されます。カットバスモードを選択する場合は「Off」を選択します。 
カットバスモードでは、ソースを選択した際に「TAKE」ボタンを押さなくてもルーティングが瞬時
に切り替わります。

3	 「TAKE」ボタンを押して設定の変更を確定します。「MENU」ボタンを押して、ソースおよび送信
先のステータスに戻ります。

ルーティングの選択と変更をLCDで即時確認でき、外部モニターがなくても�
ソース/送信先ビデオをプレビューできます。

「Use TAKE」を「Off」に設定する際のSmart Videohubのメニュー画面。�
これによりカットバスモードが有効となり、「TAKE」ボタンを使用せずに、�
ソースボタンか回転ノブだけでソースを瞬時にルーティングできるようになります。

Smart Videohubのルーティングのロック/ロック解除
Blackmagic Smart Videohubのルーティングのロック/ロック解除は、内蔵フロントパネルで簡単に実
行できます。

送信先をロックする
1	 「DEST」ボタンを押します。

2	 「DEST」ボタンを2秒長押しします。ラベルの横にロックアイコンが表示され、該当の送信先が
ロックされたことを示します。

送信先をロック解除する
1	 「DEST」ボタンを押します。

2	 「DEST」ボタンを2秒長押しします。ラベルバーからロックアイコンが消え、該当の送信先が
ロック解除されたことを示します。

ロックされた送信先が選択された場合、「SRC」ボタンを押してもソースを選択できません。
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Videohubハードウェアコントロールパネル
Videohubハードウェアコントロールパネルの紹介
Videohub Master Control Pro 
Videohub Master Control Proは、マウント可能な1Uラックサイズのコントロールパネルです。36個の 
バックライト・プッシュボタン、LCD、スクロールホイール、イーサネット接続を搭載しており、コンピューター 
を使用しなくてもVideohubのクロスポイント切り替えが実行できるように設計されています。Videohub 
Master Control Proは、あらゆるサイズのVideohubルーターの全ソースおよび送信先をコントロール可
能で、RS-422デッキコントロールにも対応しています。

Videohub Master Control Proは、ソフトウェアを使用して機器をすばやく選択できるよう、ポートラベ
ルを使用しています。プッシュボタンをコンフィギュレーション/ラベル付けすることで、一般的な機器
のタイプ（例：カメラ、デッキ、モニターなど）をすばやく選択できます。また、ループスルーイーサネット 
ポートを搭載しており、追加のコントロールパネルやVideohubルーター、その他のネットワークデバイ
スを接続できます。マクロボタンは有効になっている場合、緑に光ります。各マクロボタンは16までの同
時クロスポイント切り替えを実行するよう設定できます。

Videohub Master Control Pro 

Videohub Smart Control Pro 
Videohub Smart Control Proは、マウント可能な1Uラックサイズのコントロールパネルです。48個のバ
ックライト・プッシュボタン、イーサネット接続を搭載しており、あらゆるVideohubと使用できます。単一 
あるいは複数のSDI送信先デバイスと使用するように設定可能です。Videohub Smart Control Proを、SDI
デバイスおよびVideohubルーター用にコンフィギュレーションしたら、コンピューターを使用しなくても
SDIルーティングを瞬時に変更可能です。

モニターやデッキなど、単一のSDI送信先にコンフィギュレーションする場合、同一のVideohubルーター
に接続された48個の異なるSDIソースを、プッシュボタンで瞬時に切り替えられます。複数のSDI送信先
にコンフィギュレーションする場合、送信先ボタンは金色に、ソースボタンは白になります。右下のボタ
ンはTAKEボタンとして設定でき、赤く光ります。マクロボタンは有効になっている場合、緑に光ります。
各マクロボタンは16までの同時クロスポイント切り替えを実行するよう設定できます。

Videohub Smart Control Pro
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GPI and Tally Interface
GPI and Tally Interfaceは、マルチカムプロダクション用の低価格の選択肢です。マルチカムプロダク 
ションでは、カメラコントロールユニット（CCU）のオペレーターが、コントロールしている複数のカメラの
うち1つから、単一のモニターへとビデオを切り替える必要があります。同製品は、コンフィギュレーション 
可能な8つのGPIと8つのGPOに対応しています。

GPIは、イーサネットでVideohubにコマンドを送信し、特定のクロスポイントの状況下で、選択したカメ
ラをオペレーターのモニターに切り替えます。GPOは、特定のクロスポイントの状況下で、タリー信号を
カメラや他のデバイスに送信します。

GPI IN 1

GPI IN 2

GPI IN 3

GPI IN 4

GPI IN 5

GPI IN 6

GPI IN 7

GPI IN 8

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI and Tally Interface

GPI IN 1

GPI IN 2

GPI IN 3

GPI IN 4

GPI IN 5

GPI IN 6

GPI IN 7

GPI IN 8

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

GPI OUT

DB25コネクターのピン配列

カスタムケーブルを作成する場合は、ユニット背面のピン配列図を参照してください。

Blackmagic Videohub Setupを使用したGPI and Tally Interfaceのコンフィギュレーションは、 
このマニュアルの「Blackmagic Videohubソフトウェア」セクションを参照してください。

USB接続でコントロールパネルをコンフィギュレーション
コンピューターへのUSB接続は、Videohubコントローラーのネットワーク設定のコンフィギュレーション 
に使用します。

Videohub Smart Control背面のUSBポート
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イーサネットネットワークに接続
多くの施設では、Videohubはイーサネット・ネットワークスイッチを介して共有されており、ネットワーク
上のコンピューターや、Videohubコントロールパネルからコントロール可能です。

Videohub Master ControlおよびVideohub Smart Control
Videohub Master ControlおよびVideohub Smart Controlは、標準のイーサネットネットワークを介し
てあらゆるVideohubに接続でき、イーサネットまたは外部電源から電源供給できます。

ご使用のイーサネットスイッチがイーサネット給電（POE）に対応していない場合は、同梱の国際対応
電源を使用します。

VideohubコントロールパネルをローカルエリアのIPベースネットワークに接続する：
1	 同梱の電源をVideohubコントロールパネルに接続します。ネットワークスイッチがイーサネット

給電に対応している場合、このステップは飛ばします。電源とイーサネット給電が同時に接続さ
れていても問題はありません。

2	 標準RJ45イーサネットケーブルを使用して、Videohubコントロールパネルのネットワーク入力 
ポートにネットワークスイッチを接続します。

3	 Videohubコントロールパネルのネットワーク出力ポートに、Videohubルーターやもう1つの
Videohubコントロールパネル、さらにコンピューター、VoIP電話などのネットワークデバイスを
接続したい場合もあります。出力ポートは、イーサネット給電に対応していないため、このポート
に接続したネットワークデバイスは、独自の電源が必要です。

Smart Videohub 12x12

ネットワークスイッチ

Video Smart Control Pro

イーサネット

イーサネット

RS-422 INPoE+USB-C RS-422 OUT

SD/HD/3G/6G-SDI IN SD/HD/3G/6G-SDI OUT
USB 2.0ETHERNET

REF IN
RS-422
CNTRL

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12

イーサネット・ネットワークスイッチを介してSmart Videohub 12x12に接続したVideohub Smart Control Pro
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コントロールパネルのボタン診断
Videohubコントロールパネルに最初に電源を接続した際、すべてのボタンは、赤、緑、青、白の順で、 
テスト用に点灯します。Videohubコントロールパネルの左上のボタンは、以下の通りにネットワーク 
状況の診断結果を示します。

ピンクの点滅
ユニットがIPアドレスの取得を試みています。ユニットが静的IPアドレスを使用するよう設定され
た場合、あるいはユニットがDHCPサーバーからのIPアドレスの取得に成功した場合、このボタン
はすぐに赤くなります。

VideohubコントロールパネルがIPアドレスの取得を試みています。

赤の点滅 
ユニットがIPアドレスを取得し、Videohub Serverへの接続を試みています。Videohubあるいは
Videohub Serverコンピューターの電源が入っており、イーサネット経由で接続されていることを
確認してください。

コントロールパネルがIPアドレスを取得し、Videohub Serverへの接続を試みています。

黄色の点滅
ユニットがVideohub Serverコンピューターに接続されましたが、Videohub Serverで起動
されているソフトウェアあるいはファームウェアは、互換性がありません。Videohubを最新の
Videohubソフトウェアおよびファームウェアにアップデートして、Videohubコントロールパネル
を再起動してください。

Videohub Serverのソフトウェアあるいはファームウェアは、互換性がありません。

白く点灯（点滅なし） 
ユニットがVideohub Serverに問題なく接続されました。白く光っている場合、Videohubを
コントロールできる状態です。白と金に光っている場合もあります。

コントロールパネルがVideohub Serverに接続されています。

左上のボタンが赤くなるのに数分間かかった場合、ユニットはIPアドレスの取得に失敗しており、その結
果、AutoIPアドレス（169.254.xxx.xxxのフォーマット）を自動的に割り当てています。AutoIPアドレスを
使用したい場合は問題ありませんが、そうでない場合は、ネットワークケーブルの接続を一度外し、再度
しっかりと接続します。適切に接続されていること、ネットワークケーブルに欠陥がないことを確認し、 
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さらにDHCPサーバーに使用可能な予備のIPアドレスがあることを確認します。Videohubコントロール 
パネルからすべての電源を外して再接続すると、DHCPに新しいIPアドレスをリクエストします。これで、
ボタンはすぐに赤くなるはずです。これらの診断が行われるのは、ユニットがVideohub Hardware Panel 
Setupソフトウェアで選択されていない場合だけです。

Videohubコントローラーのソフトウェアアップデート
ご使用のVideohubコントロールパネルの内部ソフトウェアが最新かどうかを確認するには、以下の 
ステップに従ってください：

1	 VideohubコントロールパネルをUSB経由でコンピューターに接続します。

2	 Blackmagic Videohub Hardware Panel Setupを起動します。

3	 ソフトウェアアップデートが必要な場合、Videohubコントロールパネルをアップデートするか確
認するメッセージが表示されます。「Yes」をクリックします。アップデートには約2分かかります。

4	 アップデートが完了すると、「Software Update Complete」というメッセージが表示されます。
「OK」をクリックします。必要に応じて設定の変更が可能です。これは、Videohubコントロール
パネルに固有の名前を付ける良い機会です。

5	 VideohubコントロールパネルからUSBケーブルを外します。

内部ソフトウェアのアップデートが必要な場合、このメッセージが表示されます。

ルーティングレベル
ご使用のVideohubにRS-422リモートデッキコントロールが搭載されていない場合、Videohub Master 
ControlのLCDに常に「SDI」と表示されます。この場合、ルーティングレベルに関して読み進める必要は
ありません。

ご使用のVideohubにRS-422リモートデッキコントロールポートが搭載されている場合、Videohub Master 
Controlの「LEVEL」ボタンを使い、ルーティングレベルでソース/送信先のリストを短縮できます。

まずは「DEST」ボタンを押します。次に「LEVEL」ボタンを押してルーティングレベルを切り替えます。

SDI 422 
このルーティングレベルを選択すると、ビデオ機器のリストを、リモートポートおよびSDIポートを
搭載したデバイスだけに短縮できます。このルーティングレベルは、SDIキャプチャーカードおよび
VTRデッキで一般的に使用されますが、カメラやモニターはRS-422リモートポートを搭載してい
ないため使用できません。

RS-422デッキコントロールを搭載したSDIビデオ機器だけを見たい場合は、「SDI 
422」ルーティングレベルを選択。この例では、SDIとRS-422ポートを搭載した
キャプチャーカード（Edit 1）とデッキ（VTR 1）がリストアップされています。
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SDI 
すべてのSDIソースおよび送信先がリストアップされます。RS-422接続の有無に関わらず、カメラ、
モニター、キャプチャーカード、VTRデッキなど、すべてのSDIビデオ機器を見たい場合は、このル
ーティングレベルを選択します。

すべてのSDIビデオ機器を見たい場合は、「SDI」ルーティングレベルを選択。この例では、�
SDIポートを搭載したキャプチャーカード（Edit 1）とデッキ（VTR 1）がリストアップされています。

422
ビデオ機器のリストを、RS-422デッキコントロールに対応したデバイスだけに短縮したい場合は、
このルーティングレベルを選択します。このルーティングレベルは、RS-422リモートポートの名前
で、ソース/送信先をリストアップします。関連するSDIポートの有無や、関連するSDIポートのラベ
ルがマッチするかどうかは問いません。このルーティングレベルは、SDIキャプチャーカードおよび
VTRデッキで一般的に使用されますが、デッキコントロールに使用するリモートコントロールパネ
ルやサーバーもリストアップされます。

RS-422リモートデッキコントロールを搭載したすべての機器を見たい場合は、「422」ルーティングレベル
を選択。ラベルがマッチしない機器やリモートコントローラーも含まれます。この例では、キャプチャーカード
（Edit 1）はリモートポート（serial 1）にラベルがマッチしておらず、ルーティングレベルが「422」に設定され
ている場合にのみリストアップされます。

CLEARSRC

TAKE

新しいソースが選択されたことを示すフロントパネル

ソース/送信先の選択方法
Videohub Master Control Proでは、Videohubルーターのポートラベルをカスタマイズしているか、あ
るいはポート番号を直接入力するかに応じて、送信先とソースをすばやく選択/変更するいくつかの方
法があります。

Videohub Master Control Proは、その他のルーターコントロールと同様のコンセプトで動作します。
デバイスの選択方法に関わらず、基本のステップは以下の通りです。

1	 「DEST」ボタンを押して、送信先をLCDに表示します。プッシュボタンおよび/あるいはスクロー
ルホイールを使用して、選択したい送信先を決定します。

2	 「SRC」ボタンを押し、ボタンおよび/あるいはスクロールホイールを使用して、送信先に接続す
るソースを変更します。

3	 「TAKE」ボタンを押してルーティングの変更を確定します。
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Videohubのポート番号を入力してデバイスを選択する方法
VideohubのすべてのSDIポートおよびリモートポートをデフォルトのラベルのまま残しておく場合は、
ポート番号を入力することでルーティングを変更できます。この方法はスピーディですが、ポート番号を
覚えておくか、Videohubの各ポートにどの機器が接続されているかを把握できるシステムが必要です。

1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 ご使用のVideohubがRS-422リモートコントロールに対応している場合、「LEVEL」ボタンを押
して、機器の適切なルーティングレベルを設定します。RS-422リモートコントロールに対応して
いない場合、このステップは飛ばしてください。

3	 数字のプッシュボタンを使用して、送信先のポート番号を入力します。これらのボタンを押すと、
一度金色に光ります。LCDに送信先が表示されます。入力を間違えた場合は、白い「CLEAR」ボタ
ンを押して、ポート番号を再度入力します。

4	 「SRC」ボタンを押します。LCD上で、ソースのフィールドが青くハイライトされます。

5	 数字のプッシュボタンを使用して、ソースのポート番号を入力します。これらのボタンを押すと、
一度白く光ります。LCDにソースが表示されます。入力を間違えた場合は、白い「CLEAR」ボタ
ンを押して、ポート番号を再度入力します。

6	 「TAKE」ボタンが赤く点滅し、ルーティング変更の確定を待っている状態になります。「TAKE」
ボタンを押すと、即座にルーティングが切り替わります。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティン
グ変更は実行されません。Videohub Master Controlは待機状態に戻り、最新のルーティング
がLCDに表示されます。

VideohubのすべてのSDIポートおよびリモートポートをデフォルトのラベルのまま残しておく場合は、ポート
番号を入力することでルーティングを変更できます。この例では、「DEST」を押して、ポート番号「88」を入力
します。次に「SRC」を押して、ポート番号「52」を入力します。「TAKE」ボタンを押してルーティングの変更を
確定します。

スクロールホイールでデバイスを選択する方法
Videohubのポートラベルをカスタマイズしているかどうかに関わらず、いつでもスクロールホイールを使
ってソースおよび送信先のリストをブラウズできます。この方法は時間がかかりますが、すべての使用可
能な機器とポートのリストを確認したい場合に便利です。

1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 ご使用のVideohubがRS-422リモートコントロールに対応している場合、「LEVEL」ボタンを
押して、機器の適切なルーティングレベルを設定します。RS-422リモートコントロールに対応し
ていない場合、このステップは飛ばしてください。

3	 ホイールを前後にスクロールして、使用したい送信先を選択します。LCDに送信先が表示されます。

4	 「SRC」ボタンを押します。「SRC」ボタンが白く光り、LCD上で、ソースのフィールドが青くハイ
ライトされます。

5	 ホイールをスクロールして、使用したいソースを選択します。LCDにソースが表示されます。
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6	 「TAKE」ボタンが赤く点滅し、ルーティング変更の確定を待っている状態になります。「TAKE」
ボタンを押すと、即座にルーティングが切り替わります。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティン
グ変更は実行されません。Videohub Master Controlは待機状態に戻り、最新のルーティング
がLCDに表示されます。

この例では、送信先である「VTR 1」にルーティング可能なすべてのソースをスクロールホイールを使って表示しています。
ルーティングレベルは「SDI」に設定されています。スクロールホイールを回すと、ソース機器の名前が次々と表示される
ので、使用したいビデオソースを簡単に見つけられます。

カスタマイズ可能なボタンとスクロールホイールでデバイスを選択する方法
Videohubのポートラベルをカスタマイズしている場合、カスタマイズ可能なボタンとスクロールホイール
を使ってソースおよび送信先のショートリストを表示できます。この方法は、機器のショートリストをスク
ロールするだけで、ポート番号を覚える必要がないため、スピーディで直感的です。ラベル名を機器の種
類にしている場合（例：VTR、Cam、Monなど）、この方法は非常に便利です。

1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 ご使用のVideohubがRS-422リモートコントロールに対応している場合、「LEVEL」ボタンを押
して、機器の適切なルーティングレベルを設定します。RS-422リモートコントロールに対応して
いない場合、このステップは飛ばしてください。

3	 送信先機器の種類（例：VTR）用にカスタマイズしたボタンを押します。ボタンが金色に光ります。

4	 ホイールを前後にスクロールして、使用したい送信先を選択します。この例では、送信先のVTR
がLCDに表示されます。間違えた場合は、白い「CLEAR」ボタンを押して、正しい送信先が表示
されるまでスクロールします。

5	 「SRC」ボタンを押します。LCD上で、ソースのフィールドが青くハイライトされます。

6	 ソース機器の種類（例：キャプチャーカード）用にカスタマイズしたボタンを押します。ボタンが
白く光ります。

7	 ホイールを前後にスクロールして、使用したいソースを選択します。この例では、ソースのキャプ 
チャーカードがLCDに表示されます。間違えた場合は、白い「CLEAR」ボタンを押して、正しい送
信先が表示されるまでスクロールします。

8	 「TAKE」ボタンが赤く点滅し、ルーティング変更の確定を待っている状態になります。「TAKE」
ボタンを押すと、即座にルーティングが切り替わります。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティン
グ変更は実行されません。Videohub Master Controlは待機状態に戻り、最新のルーティング
がLCDに表示されます。

ソースあるいは送信先用にカスタマイズしたボタンがどれも点滅せず、光ったままの状態の場
合、機器の種類がソース/送信先デバイスとしてラベル付けされていないか、現在のルーティ
ングレベル設定にマッチしないため、Videohub Master Controlで該当のボタンを選択でき
ません。例えば、一般的に、カメラは送信先デバイスとしては設定されません。モニターはソー
ス機器としては設定されず、RS-422のルーティングレベルにマッチしません。これを変更する
には、「Videohub Master Control Proのコンフィギュレーション」の「ボタンラベルの作成」
セクションを参照してください。
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この例では、カスタマイズした「Cam」ボタンが選択されているので、ホイールを回すと、カメラだけがソースと
してLCDにリストアップされます。機器のリストが短縮されることで、ビデオソースをすばやく見つけられます。

数字ボタンとスクロールホイールでデバイスを選択する方法
Videohubのポートラベルを数字でカスタマイズしている場合、数字ボタンとスクロールホイールを使っ
てソースおよび送信先のショートリストを表示できます。この方法は、機器のショートリストをスクロー
ルするだけで、ポート番号を覚える必要がないため、スピーディで直感的です。機器をグループにまとめ
て、ラベル名に数字を使用している場合（例：ロケーションを示す番号）、この方法は非常に便利です。
例えば、スタジオ3にあるすべての機器は「VTR3」、「Edit 3」、「Cam 3A」、「Cam 3B」、「Mon 3A」、
「Mon 3B」とラベル付けするなどです。

1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 ご使用のVideohubがRS-422リモートコントロールに対応している場合、「LEVEL」ボタンを押
して、機器の適切なルーティングレベルを設定します。RS-422リモートコントロールに対応して
いない場合、このステップは飛ばしてください。

3	 数字のプッシュボタンを使用して、送信先の番号（例：スタジオ3であれば「3」）を入力します。
これらの数字ボタンを押すと、一度金色に光ります。

4	 ホイールを前後にスクロールして、使用したい送信先を選択します。この例では、「VTR 3」、
「Edit 3」、「Mon 3A」、「Mon 3B」などがLCDに表示されます。間違えた場合は、白い「CLEAR」
ボタンを押して、別の送信先番号を選択します。

5	 「SRC」ボタンを押します。LCD上で、ソースのフィールドが青くハイライトされます。

6	 数字のプッシュボタンを使用して、ソースの番号（例：スタジオ3であれば「3」）を入力します。 
これらの数字ボタンを押すと、一度白く光ります。

7	 ホイールを前後にスクロールして、使用したいソースを探します。この例では、「VTR 3」、「Edit 3」、 
「Cam 3A」、「Cam 3B」などがLCDに表示されます。間違えた場合は、白い「CLEAR」ボタンを
押して、別のソース番号を選択します。

8	 「TAKE」ボタンが赤く点滅し、ルーティング変更の確定を待っている状態になります。「TAKE」
ボタンを押すと、即座にルーティングが切り替わります。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティン
グ変更は実行されません。Videohub Master Controlは待機状態に戻り、最新のルーティング
がLCDに表示されます。

この例では、数字ボタンの「3」が選択されているので、ホイールを回すと、ラベルに「3」が含まれるビデオソー
スだけがLCDにリストアップされます。機器のリストがグループ番号に基づいて短縮されることで（例：スタジ
オ3の機器のみリストアップ）、ビデオソースをすばやく見つけられます。
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カスタマイズ可能なボタンと数字ボタンでデバイスを選択する方法
Videohubのポートラベルを名前と数字でカスタマイズしている場合、カスタマイズ可能なボタンと数字
ボタンを使ってソースおよび送信先を直接選択できます。この方法は、機器のリストをスクロールする
必要がなく、各種類の機器の数（例：VTR2台、モニター4台など）を覚えておくだけで良いため、非常に
スピーディで直感的です。

ラベル名を機器の種類と数字にしている場合（例：VTR 01、VTR 02、Cam 01、Cam 02、Cam 03、Mon 
01、Mon 02、Mon 03、Mon 04など）、この方法は非常に便利です。

1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 ご使用のVideohubがRS-422リモートコントロールに対応している場合、「LEVEL」ボタンを押
して、機器の適切なルーティングレベルを設定します。RS-422リモートコントロールに対応して
いない場合、このステップは飛ばしてください。

3	 送信先機器の種類（例：VTR）用にカスタマイズしたボタンを押します。ボタンが金色に光ります。

4	 数字のプッシュボタンを使用して、送信先機器の番号（例：VTR 07を選択する場合は07）を入力
します。これらの数字ボタンを押すと、一度金色に光ります。

5	 「SRC」ボタンを押します。LCD上で、ソースのフィールドが青くハイライトされます。

6	 ソース機器の種類（例：キャプチャーカード）用にカスタマイズしたボタンを押します。ボタンが
白く光ります。

7	 数字のプッシュボタンを使用して、ソース機器の番号（例：キャプチャーカードのEdit 03を選択す
る場合は03）を入力します。これらの数字ボタンを押すと、一度白く光ります。

8	 「TAKE」ボタンが赤く点滅し、ルーティング変更の確定を待っている状態になります。「TAKE」
ボタンを押すと、即座にルーティングが切り替わります。「CLEAR」ボタンを押すと、ルーティン
グ変更は実行されません。Videohub Master Controlは待機状態に戻り、最新のルーティング
がLCDに表示されます。

ソースあるいは送信先用にカスタマイズしたボタンがどれも点滅せず、光ったままの状態の場
合、機器の種類がソース/送信先デバイスとしてラベル付けされていないか、現在のルーティ
ングレベル設定にマッチしないため、Videohub Master Controlで該当のボタンを選択でき
ません。例えば、一般的に、カメラは送信先デバイスとしては設定されません。モニターはソー
ス機器としては設定されず、RS-422のルーティングレベルにマッチしません。これを変更する
には、「Videohub Master Control Proのコンフィギュレーション」の「ボタンラベルの作成」
セクションを参照してください。

Edit 3をソースとして使用し、VTR 1を送信先として使用したい場合、スクロールせずにルーティング
を直接選択できます。この例では、最初に「DEST」を押し、カスタマイズした「VTR」ボタンと「1」�
を押します。これで「VTR 1」が送信先フィールドに表示されます。次に「SRC」を押し、カスタマイ
ズした「Edit」ボタンと「3」を押します。これで「Edit 3」がソースフィールドに表示されます。最後に
「TAKE」ボタンを押してルーティングの変更を確定します。
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ルーティングのロック/解除　
Videohub Master Controlを使って送信先をロックする：

1	 お好みの方法で、送信先とソースを選択します。ルーティングが設定されると、Videohub Master 
Controlは待機状態に戻ります。

2	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

3	 使用したいルーティングがLCDに表示されていない場合は、プッシュボタンおよび/あるいはスク
ロールホイールを使用して、ロックしたい送信先を探します。

4	 金色に光っている「DEST」ボタンを長押しすると、LCDの送信先フィールドにロックアイコンが
表示されます。

5	 もう一度「DEST」ボタンを押すとVideohub Master Controlは待機状態に戻り、送信先フィール
ドがグレーに戻ります。

送信先がロックされている際は、送信先フィールドにロックアイコンが表示されます。

Videohub Master Controlを使って送信先をロック解除する：
1	 「DEST」ボタンを押します。LCD上で、送信先フィールドが青くハイライトされます。

2	 使用したいルーティングがLCDに表示されていない場合は、プッシュボタンやスクロールホイール
を使用して、ロック解除したい送信先を探します。送信先がロックされている場合、送信先フィー
ルドにロックアイコンが表示されます。

3	 金色に光っている「DEST」ボタンを長押しすると、LCDの送信先フィールドのロックアイコンが
非表示になります。

4	 もう一度「DEST」ボタンを押すとVideohub Master Controlは待機状態に戻り、送信先フィール
ドがグレーに戻ります。

送信先がロック解除されると、送信先フィールドから
ロックアイコンが消えます。

マクロの使用
緑のマクロボタンを押すと、事前にVideohub Hardware Panel Setupでコンフィギュレーションした
クロスポイントの変更が同時に実行されます。各ボタンには、16までのクロスポイントルーティングを
コンフィギュレーションできます。「TAKE」ボタンが有効になっている場合、ルーティングの同時変更
は、「TAKE」ボタンを押して確定した場合にのみ実行されます。何らかの理由でマクロが実行できない
場合、ボタンが点滅します。
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Videohub Smart Control Proをカットバスコントローラーとして使用 
Videohub Smart Control Proがカットバスコントローラーとしてコンフィギュレーションされている場
合、送信先デバイスはすでに選択されており、必要な作業はビデオソースの選択だけです。

1	 白いビデオソースボタンを選択すると 選択したボタンが光り、他のソースと区別されます。選択
したビデオソースが瞬時に接続され、送信先デバイスに表示されます。

2	 「TAKE」ボタンが有効になっている場合、新しいソースボタンと「TAKE」ボタンが点滅します。
ルーティングの変更は、「TAKE」ボタンを押して確定した場合にのみ実行されます。

カットバスコントローラーとしてコンフィギュレーションされ、�
TAKEボタンが有効になっているVideohub Smart Control Pro

Videohub Smart Control ProをXYコントローラーとして使用
Videohub Smart Control ProがXYコントローラーとしてコンフィギュレーションされている場合、送信
先ボタンは金色に光り、ソースボタンは白く光ります。複数の送信先がある場合、常にソースボタンより
先に送信先ボタンを選択します。

ルーティングを変更する：
1	 金色の送信先ボタンを選択すると、選択したボタンが明るく光り、他の送信先ボタンと区別され

ます。選択した送信先にビデオソースが予め接続されていた場合は、該当のソースボタンが白く
光ります。

2	 送信先に新しいソースを接続するには、使用したいソースボタンを押します。選択したビデオソー
スが瞬時に接続され、送信先デバイスで確認できます。新しいソースボタンが明るく光り、元の
ソースボタンは他のソースボタンと同じように暗くなります。他のルーティングを変更する場合は、 
別の送信先ボタンを選択して新しいソースボタンを選択します。

3	 「TAKE」ボタンが有効になっている場合、新しいソースボタンと「TAKE」ボタンが点滅します。
ルーティングの変更は、「TAKE」ボタンを押して確定した場合にのみ実行されます。

ルーティングのロック/解除　
送信先をロックするには、使用したい送信先ボタンを長押しします。ボタンが青くなり、対応するソース
ボタンが光ります。ロックされた送信先を変更しようとすると、送信先ボタンが青く点滅します。送信先
をロック解除するには、送信先ボタンを長押しします。ボタンが元の金色に戻り、ロック解除されます。

マクロの使用
緑のマクロボタンを押すと、事前にVideohub Hardware Panel Setupでコンフィギュレーションした
クロスポイントの変更が同時に実行されます。各ボタンには、16までのクロスポイントルーティングを
コンフィギュレーションできます。「TAKE」ボタンが有効になっている場合、ルーティングの同時変更
は、「TAKE」ボタンを押して確定した場合にのみ実行されます。何らかの理由でマクロが実行できない
場合、ボタンが点滅します。

XYコントローラーとしてコンフィギュレーションされ、�
TAKEボタンが有効になっているVideohub Smart Control Pro
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プッシュボタンのラベル付け
Videohub Master Control ProおよびVideohub Smart Control Proは、取り外し可能なプッシュボタン
が付いており、ラベルを変更できます。

ソフトウェアインストーラーに含まれているVideohub Control Labelsフォルダーには、テンプレートファ
イルのPDFが入っています。PDFのファイルラベルに入力してプリントアウトします。四角のラベルを切り
取って、ボタンの中に入れられるようにします。

ボタンを取り外す：

1 2

Videohubコントロールパネルを机や作業台の上
に置きます。

キーキャップとボタンの間に爪を入れると、キー 
キャップを簡単に取り外せます。

3 4

キーキャップを上向きにして、プリントアウトした
ラベルを入れます。

キーキャップをボタンと揃え、カチッと音がする
までゆっくりと押し込みます。
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Universal Videohubルーター
Universal Videohub 288

使用を開始する前に
Universal Videohub 288は大型のモジュラー式ルーターで、大規模なスタジオや放送局に最適です。72
枚のカード用のラックフレームに、BNC SDIあるいはファイバーSDIのインターフェースカードをあらゆる
組み合わせで装着できます。

2枚のUniversal Videohub 288 Crosspointカード、2枚の電源カード、72枚のインターフェースカー
ド、72本のデッキコントロールケーブルをフル装備した場合、Universal Videohub 288は、288個のSDI
入力、288個のSDI出力、288個の双方向RS-422デッキコントロールポート、リファレンス入力、リダンダ
ントクロスポイント・プロセッサー、リダンダントイーサネット・ネットワーク、リダンダント電源、そしてパ
ワフルなVideohubルーティングコントロールソフトウェア（Mac/Windows）に対応します。

Universal Videohub 288の内部ソフトウェアは、アップデートが必要な場合があります。アップデート
が必要な場合は、Videohub Setupにより通知されます。このユーティリティはUSB 2.0接続を使用し
ます。USB 2.0（タイプA）ーMiniB（オス）のケーブルが必要です。

Universal Videohub 288は、ラックフレームが空の状態で出荷されます。付いているのは取り外し可能
なファントレイおよびファンのみです。SDIインターフェースカードや電源など、その他すべてのハードウェ
ア部品は別売りで、それぞれインストールする必要があります。Universal Videohub 288を構築する前
に、以下のセクションを読み進めて必要な部品を確認してください。

Universal Videohubで使用可能なインターフェースカードの詳細は、「SDIインターフェースカード」および 
「Universal Videohubインターフェースカード」のセクションを参照してください。

Universal Videohub 288
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Universal Videohub 288の組み立て
Universal Videohub 288と2つのラックマウント電源の筐体をインストールして、さらに放熱用のスペー
スを取るには、25U分のラックスペースが必要です。 Universal Videohub 288をオープンラックの一番
上にマウントする場合、上部から放電できるため、必要なのは23U分のスペースだけです。

Universal Videohub 288本体は、高さが18Uラックマウントサイズで、奥行きは6インチです。Universal 
Videohub 288は、前向き/後ろ向きにラックマウントできます。あるいは、ラックの背面にマウントして、
他の機材用のスペースを確保することもできます。

Universal Videohub 288には、静電気に敏感なデバイスが含まれています。これらのデバイスを取り
扱う前に、静電気を放電することは非常に重要です。デバイスをコンピューターに組み込む場合と同様
です。これらのデバイスを扱う際は、静電気防止用のリストストラップを使用することをお勧めします。

Universal Videohub 288 Crosspointカードのインストール
Universal Videohub 288をラックにマウントできたら、次にクロスポイントカードを装着します。クロス
ポイントカードは、Universal Videohubの中枢であり、ビデオのルーティングやデッキコントロールのス
イッチングを行います。Universal Videohub 288 Crosspointカードは、ホットスワップが可能です。つま
り、Universal Videohubが稼働している際にも、インストールや取り外しができるよう設計されています。
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1	 2つのレバーでクロスポイントカードを垂直方向に持ちます。BNC、イーサネット、その他のポー
トが下になるようにします。

2	 カードをゆっくりとスロットに押し込みます。カードの上下の縁が、黒の溝に沿うようにします。

3	 両方のレバーを強く押し込んで平らにし、マルチピン・コネクターをマザーボードにしっかりとはめ
込みます。ピンを適切に接続すると、カードがマザーボードにぴったりとはまり、マルチピン・コネ
クターが破損することはありません。

4	 ポジドライブ1を使用して、クロスポイントカードの2つのレバーを固定します。

フェイルオーバー時の冗長性を持たせるために2枚目のクロスポイントカードをインストールすることを
お勧めします。クロスポイントカードが2枚インストールされていると、1枚のカードに問題が生じて交換
が必要な場合でも、すべてのビデオルーティングおよびポートラベルが安全に保存されます。右のクロ
スポイントカードスロットからブランクパネルを外すには、ポジドライブ2が必要です。

MAIN POWER
+12V 800W

MAIN POWER
+12V 

15
0W

15
0W

15
0W

ALARM

POWER OVERLOAD

ALARM

REF IN

RS-422 
CONTROL

ETHERNET

USB DIAGNOSTIC

POWER OVERLOAD

ALARM

REF IN

RS-422 
CONTROL

ETHERNET

USB DIAGNOSTIC

2

3

4

5

6

7

1

1	 ステータスLEDライト

2	 リファレンス入力

3	 RS-422ルーターコントロール

4	 USB 2.0

5	 イーサネットルーターコントロール

6	 アラームGPI

7	 ハンドル

Universal VideohubのステータスLED
「ALARM（アラーム）」、「POWER OVERLOAD（電力過負荷）」、「REF IN（リファレンス入力）」と表示 
されているステータスLEDは、Blackmagic Universal Videohub 288 Crosspointの現在の状況を通知
します。LEDは以下の表の通り、ユニットの状況に関する特定の情報を通知します。

「ALARM」LED（赤）

オフ 問題なし。正常に動作しています。

 オン エラー状態。その他のエラー。Telnetがエラーコードを取得。

 1 1回点滅 エラー状態。ファンの不具合。

 3 3回点滅 エラー状態。リダンダント電源がありません。
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「POWER OVERLOAD」LED（赤）

オフ
正常に動作しています。非アクティブ/スレーブモード。2枚のクロスポイ
ントカードを装着したBlackmagic Universal Videohub 288のみに見
られる状況です。

ゆっくり点滅 正常に動作しています。アクティブ/マスターモード。

 オン エラー状態。電力過負荷。電力供給が十分ではありません。

「REF IN」LED（白）

オフ 正常に動作しています。リファレンスが接続されていません。

 オン 正常に動作しています。リファレンスが接続されています。

作業のこつ Blackmagic Universal Videohub 288 Crosspointには、琥珀色のLEDが内部に
マウントされていますが、これは開発目的で放熱板を外した時にしか見えません。「ALARM」
LEDの穴から、暗い琥珀色のライトが見える場合がありますが、これはエラーではありません。

Universal Videohub 288 Crosspointが正常に動作している際のLED:

「ALARM」LED（赤） オフ

「POWER OVERLOAD」LED（赤） ゆっくり点滅あるいはオフ。

 「REF IN」LED（白） 白あるいはオフ。

インターフェースカードのインストール
Universal Videohub SDI InterfaceおよびUniversal Videohub Optical Fiber Interfaceは簡単にインス
トールでき、どちらのタイプのカードもインストールの手順は同じです。

1	 識別用のLEDが上になるよう、カードを垂直方向に持ちます。識別用のLEDは、最上部のコネク
ターの左上近くにあり、ピンホールのように見えます。

2	 マザーボードのPCIスロットにしっかりと接続されるまで、カードを溝に沿ってゆっくり押し込み
ます。

3	 ポジドライブ2を使用して、カードをUniversal Videohubのフレームにしっかりと固定します。

Universal Videohubで使用可能なインターフェースカードの詳細は、「SDIインターフェースカード」および 
「Universal Videohubインターフェースカード」のセクションを参照してください。

Universal Videohub Power Supplyのインストール
Universal Videohub Power Supplyパッケージには、電源カード、電源ケーブル、電源を内蔵した1U
ラックサイズの筐体が含まれています。1つ目のUniversal Videohub Power Supplyの下に2つ目をイン
ストールして、フェイルオーバー時の冗長性を持たせることもできます。各電源に、C13コネクタ付きの標
準 IECコードが必要となります。

1	 使用するUniversal Videohub Power Supplyが、あらゆる電源から外れていることを確認しま
す。「MAIN POWER」のラベルが上になるように電源カードを持ちます。

2	 電源カードを、2つの電源カードスロットのいずれかに挿入します。
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3	 ポジドライブ2を使用し、2つのネジで電源カードをしっかり固定します。2枚目の電源カードがあ
る場合は、もう1つの電源カードスロットにインストールします。

4	 電源ケーブルで電源カードとUniversal Videohub Power Supplyの電源を接続します。両方の電
源コネクターのツマミネジを締めます。2枚目の電源カードおよび電源がある場合は、このステッ
プを繰り返します。どちらの電源カードをどちらの電源に接続するかは、問題ではありません。

5	 IECコードを各電源からコンセントに接続して、電源をオンにします。

これで準備完了です。Universal Videohub 288でビデオをルーティングする準備が整いました。

Universal Videohub 
SDI Interfaceカードを�
インストール。

MAIN POWER+12V 800W

Universal Videohub 
Power Supplyには�
電源カードが含まれて�
います。電源カードを�
Universal Videohub 
288に挿入して、�
Universal Videohub 
288の下に設置した1U�
ラックサイズの筐体に�
接続します。
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Universal Videohub 288を使用中に2つ目の電源をインストール
Universal Videohub 288がすでに電源で稼働している状態で、リダンダント電源をインストールしたり
電源を交換したい場合は、以下のステップに従ってください：

1	 使用するUniversal Videohub Power Supplyが、あらゆる電源から外れていることを確認します。

2	 「MAIN POWER」のラベルが上になるように電源カードを持ちます。電源カードを、予備の電源
カードスロットに挿入します。

3	 ポジドライブ2を使用し、2つのネジで電源カードをしっかり固定します。

4	 リダンダント電源を初めてインストールする場合、1Uの筐体を最初の電源の下に設置しますが、
その際、放熱用に2つの電源の間に1U分を空けておきます。交換用の電源をインストールする場
合は、それまで使用していたユニットがあった場所にインストールします。

5	 新しい電源ケーブルで、新しくインストールした電源カードのコネクターと電源を接続します。両
方の電源コネクターのツマミネジを締めます。

6	 IECコードを電源からコンセントに接続して、電源をオンにします。

Universal Videohub 288を使用中に電源を取り外す
問題が生じた電源を取り外す必要がある際に、Universal Videohub 288がすでに他の電源で稼働して
いる場合は、以下のステップに従ってください：

1	 問題が生じた電源をオフにして、IECコードを抜きます。

2	 電源カードと問題が生じた電源を接続していた電源ケーブルを取り外します。

3	 問題が生じた電源の筐体および電源カードを取り外します。問題が生じた電源のすべての部品
は、新しいユニットと混同しないように別の場所に保存してください。

MAIN POWER+12V 800W MAIN POWER+12V 800W

2つのUniversal Videohub Power 
Supplyをインストールして、�
Universal Videohub 288に�
リダンダント電源を追加。

124Universal Videohubルーター



Universal Videohub 72

使用を開始する前に
Universal Videohub 72は、中型のモジュラー式ルーターで、成長を続けるスタジオに最適です。18枚の
カード用のラックフレームに、BNC SDIあるいはファイバーSDIのインターフェースカードをあらゆる組み
合わせで装着できます。クロスポイントカード、電源カード、18枚のSDIインターフェースカード、18本の
デッキコントロールケーブルをフル装備した場合、Universal Videohub 72は、72個のSDI入力、72個の
SDI出力、72個の双方向RS-422デッキコントロールポート、リファレンス入力、リダンダント電源オプショ
ン、そしてパワフルなVideohubルーティングコントロールソフトウェア（Mac/Windows）に対応します。

Universal Videohub 72の内部ソフトウェアは、アップデートが必要な場合があります。アップデートが
必要な場合は、Videohub Setupにより通知されます。このユーティリティはUSB 2.0接続を使用しま
す。USB 2.0（タイプA）ーMiniB（オス）のケーブルが必要です。

Universal Videohub 72は、ラックフレームが空の状態で出荷されます。付いているのは取り外し可能な
ファントレイおよびファンのみです。SDIインターフェースカード、デッキコントロールケーブル、クロスポ
イントカード、電源など、その他すべてのハードウェア部品は別売りで、それぞれインストールする必要が
あります。SDIインターフェースカードは、スタジオの規模の拡大に合わせて追加できるので、一度にすべ
てインストールする必要はありません。Universal Videohub 72を構築する前に、以下のセクションを読
み進めて必要な部品を確認してください。

Universal Videohubで使用可能なインターフェースカードの詳細は、「SDIインターフェースカード」および 
「Universal Videohubインターフェースカード」のセクションを参照してください。

Universal Videohub 72 Crosspointカード
このモジュールには、ビデオルーティングの切り替えと、デッキコントロールポートの変更用のクロスポ
イントプロセッサーが含まれています。イーサネット、USB、シリアルポートがカードに搭載されており、
ルーターコントロールが可能です。

リファレンス入力もカードに搭載されており、3値シンクまたはブラックバーストのゲンロック信号を接
続できます。

ユーザーの介入が必要な場合（冷却システムが適切に作動せず、Videohubがオーバーヒートした場合な
ど）は、カードのアラームライトが光ります。アラーム通知は、GPI（General Purpose Interface）出力か
ら他のデバイスにも提供されます。

ユニットに装着されているカードの数に対して、供給されている電源が不十分である場合、カードの電
力過負荷のライトが光ります。
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Universal Videohub 72 Crosspointカードのインストール

1	 2つのレバーでクロスポイントカードを垂直方向に持ちます。イーサネットが下になるようにします。

2	 カードをゆっくりとスロットに押し込みます。カードの上下の縁が、黒の溝に沿うようにします。

3	 両方のレバーを強く押し込んで平らにし、マルチピン・コネクターをマザーボードにしっかりとはめ
込みます。ピンを適切に接続すると、カードがマザーボードにぴったりとはまり、マルチピン・コネ
クターが破損することはありません。

4	 ポジドライブ1を使用して、クロスポイントカードの2つのレバーを固定します。

Universal Videohub SDI Interfaceのインストール。
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1	 ステータスLEDライト

2	 リファレンス入力

3	 RS-422ルーターコントロール

4	 USB 2.0

5	 イーサネットルーターコントロール

6	 ハンドル

Universal Videohub 72 Crosspoint

Universal VideohubのステータスLED
「ALARM（アラーム）」、「POWER OVERLOAD（電力過負荷）」、「REF IN（リファレンス入力）」と表
示されているステータスLEDは、Blackmagic Universal Videohub 72 Crosspointの現在の状況を通知
します。LEDは以下の表の通り、ユニットの状況に関する特定の情報を通知します。

「ALARM」LED（赤）

オフ 問題なし。正常に動作しています。

 オン エラー状態。その他のエラー。Telnetがエラーコードを取得。

 1 1回点滅 エラー状態。ファンの不具合。

 3 3回点滅 エラー状態。リダンダント電源がありません。

「POWER OVERLOAD」LED（赤）

オフ
正常に動作しています。非アクティブ/スレーブモード。2枚のクロスポイ
ントカードを装着したBlackmagic Universal Videohub 288のみに 
見られる状況です。

ゆっくり点滅 正常に動作しています。アクティブ/マスターモード。

 オン エラー状態。電力過負荷。電力供給が十分ではありません。

「REF IN」LED（白）

オフ 正常に動作しています。リファレンスが接続されていません。

 オン 正常に動作しています。リファレンスが接続されています。
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作業のこつ Blackmagic Universal Videohub 72 Crosspointには、琥珀色のLEDが内部にマ
ウントされていますが、これは開発目的で放熱板を外した時にしか見えません。「ALARM」
LEDの穴から、暗い琥珀色のライトが見える場合がありますが、これはエラーではありません。

Universal Videohub 72 Crosspointが正常に動作している際のLED:

「ALARM」LED（赤） オフ 

「POWER OVERLOAD」LED（赤） ゆっくり点滅あるいはオフ。

 「REF IN」LED（白） 白あるいはオフ。

インターフェースカードのインストール
Universal Videohub SDI InterfaceおよびUniversal Videohub Optical Fiber Interfaceは簡単にインス
トールでき、どちらのタイプのカードもインストールの手順は同じです。

1	 識別用のLEDが上になるよう、カードを垂直方向に持ちます。識別用のLEDは、最上部のコネク
ターの左上近くにあり、ピンホールのように見えます。

2	 カードを溝に沿ってゆっくり押し込み、マザーボードのPCIスロットに接続します ポジドライブ2
を使用して、インターフェースカードをUniversal Videohubのフレームにしっかりと固定します。

Universal Videohubで使用可能なインターフェースカードの詳細は、「SDIインターフェースカード」および 
「Universal Videohubインターフェースカード」のセクションを参照してください。

Universal Videohub 450W Power Cardのインストール
Universal Videohub 450W Power Cardは、3つの電源コネクターを搭載しており、150Wブリック型電
源を接続して最大450Wの電源を供給できます。ブリック型電源を2つ接続したこの電源カードは、フル
装備のUniversal Videohub 72への電源供給が可能です。

3つ目のブリック型電源は、1つの電源に問題が生じた場合に備えた予備電源です。

1	 使用するブリック型電源が、あらゆる電源から外れていることを確認します。

2	 「MAIN POWER」のラベルが上になるように電源カードを持ちます。

3	 電源カードをマザーボード上のスロットに挿入します。ポジドライブ2を使用し、2つのネジで電源
カードをしっかり固定します。

4	 3つのUniversal Videohub 150W Power Supplyを接続します。

電源カードを取り外したり交換する必要がある場合は、電源カードを取り外す前に、接続したすべての
ブリック型電源をオフにして取り外します。
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Universal Videohub 72にインターフェースカードをフル装備せずに使用している場合、1つの150Wブリッ
ク型電源だけで電源供給できる場合があります。その場合は、2つ目のブリック型電源をフェイルオーバー
時の予備電源として使用できます。このオプションを選択する場合は、以下のステップに従ってください：

1	 2つ目のブリック型電源を一時的に取り外します。カードをインストールしてから、クロスポイント
カードの「POWER OVERLOAD」ライトをチェックします。

2	 このライトが光っている場合、すべてのカードに十分な電力を供給できるよう、150Wブリック型
電源をもう1つ追加するか、いくつかのカードを取り外す必要があります。

3	 「POWER OVERLOAD」ライトのチェックが終わったら、2つ目のブリック型電源を再度接続し
ます。
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Universal Videohub 450W Power Cardは3つの150Wブリック型電源を接続可能。

あらゆるカードの組み合わせに対応可能な十分な電力を供給し、さらに冗長性を持たせるために、常に
3つのブリック型電源を接続して置くことをお勧めします。

Universal Videohub 72を使用中に、150Wブリック型電源を取り外す、あるいは交換する必要がある場
合、該当のブリック型電源をオフにします。その際、他の電源をオフにしないよう気を付けてください。 
IECコードを抜いた後、ネジを外して電源をUniversal Videohub 450W Power Cardから外します。

これで準備完了です。Universal Videohub 72でビデオをルーティングする準備が整いました。

SDインターフェースカード
SDIインターフェースカードは、4系統のSDI入力、4系統のSDI出力、そしてUniversal Videohub Deck 
Control Cable用のコネクターを搭載しています。すべてのSDI接続は、SD、HD、3G-SDIの自動検出に対
応しており、すべてのSDI出力はリクロッキングに対応しています。Universal Videohubは、2K、HD、SDビ
デオおよびDVB-ASIの同時ルーティングをサポートしています。SDIインターフェースカードは、Videohub
が稼働中でもインストール可能で、即座に使用可能です。Videohubを再起動する必要はありません。 
カードをインストールするには、ポジドライブ1および2が必要です。

Universal Videohubと使用できるSDIインターフェースカードは2種類あります：

	� Universal Videohub SDI Interfaceカード（BNCコネクター）。
	� Universal Videohub Optical Interfaceカード（標準のSFPトランシーバーモジュール、1310nm
レーザードライバ/レシーバー）。各モジュールにLCコネクターポートが付いており、シングルモー
ドの光ファイバーケーブルを使用。
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Universal Videohubインターフェースカード
Universal Videohub SDI Interfaceカード
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Universal Videohub Optical Interfaceカード
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8	 Universal Videohub Deck Control Cableコネクター

9	 出力3 - 入力3

10	 出力4 - 入力4
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Universal Videohub Deck Control Cable
ケーブルの片側には単一のシリアルポートが付いており、両方のタイプのSDIインターフェースカードに接
続できます。反対側は4つのRS-422デッキコントロールポートです。

Universal Videohub Deck Control Cable 

3G-SDI Videohub Routers

Blackmagic 3G-SDI Videohubルーター
3GのVideohubモデルは、3G-SDIまでサポートしており、様々なサイズのスタジオやワークグループに
適しています。

Broadcast Videohubは、72系統のSDI入力、144系統のSDI出力、72系統の双方向RS-422デッキコント
ロールポート、リファレンス入力、リダンダント電源を搭載しており、高さは8Uラックサイズです。

Studio Videohubは、16系統のSDI入力、32系統のSDI出力、16系統の双方向RS-422デッキコントロール
ポート、リファレンス入力、国際対応電源を搭載しており、高さは2Uラックサイズです。

Compact Videohubは、40系統のSDI入力、40系統のSDI出力、リファレンス入力、リダンダント電源接
続を搭載しており、高さは2Uラックサイズです。

Micro Videohubは、16系統のSDI入力、16系統のSDI出力、リファレンス入力、国際対応電源を搭載して
おり、高さは1Uラックサイズです。

Smart Videohubは、16系統のSDI入力、16系統のSDI出力、リファレンス入力、国際対応電源、内蔵コン
トロールパネルを搭載しており、高さは1Uラックサイズです。

すべてのSDI接続は、SD、HD、3G-SDIの自動検出に対応しており、すべてのSDI出力はリクロッキングに
対応しています。2K、HD、SDビデオおよびDVB-ASIの同時ルーティングをサポートしています。

Broadcast VideohubおよびStudio Videohubは、Videohub Serverソフトウェアを起動したホストコン
ピューターとUSB 2.0で接続する必要があります。これにより、USBプリンターと同じように、Videohub
をIPネットワーク上で共有できます。Micro VideohubおよびCompact Videohubは、ネットワークに直接
接続しますが、USB経由でソフトウェアアップデートします。Videohubにあらゆるデバイスを接続する前
に、コンピューターをVideohub「サーバー」として指名し、USBを介してVideohub共有を実行する必要
があります。Videohub Serverには、編集ワークステーションなど、あらゆるコンピューターを使用でき
ます。しかし、Videohub設定をいつでも修正できるように、Videohub Serverコンピューターは常にオン
になっている必要があります。Broadcast Videohubをサーバーコンピューターに接続するには、標準の
USB 2.0タイプAータイプBオスケーブルが必要です。
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Blackmagic Micro Videohub

Blackmagic Smart Videohub

Smart Videohubコントロールパネルの使用
Smart Videohubは、32個のプッシュボタンの付いたコントロールパネルを搭載しています。Smart 
Videohubには、各SDI入力/出力に対応するプッシュボタンが付いているため、コンピューターを使用
せずにルーティングを変更できます。また、Smart Videohubではリモートルーターコントロールも使用
できます。

コントロールパネルの左側のプッシュボタンは、16系統のSDI入力に対応しており、右側のプッシュボタ
ンは16系統のSDI出力に対応しています。

Smart Videohubに電源を接続すると、左上の送信先ボタンと、対応するソースボタンが白く光ります。

ルーティングを変更する：
1	 送信先ボタンを選択すると、対応するソースボタンが光ります。

2	 使用したいソースボタンを押して、新しいソースを送信先に接続します。先に選択されていたソー
スボタンのLEDがオフになり、新しいソースボタンが光ります。新しく選択したビデオソースが瞬
時に接続され、SDIモニターなどの送信先デバイスに表示されます。

3	 他のルーティングを変更する場合は、別の送信先ボタンを選択して新しいソースボタンを選択し
ます。

Smart Videohubのプッシュボタンは、統合Videohub Serverを直接コントロールし、既存のルーティング 
（Videohubソフトウェアでロックされた送信先を含む）をオーバーライドします。

光っているプッシュボタンは、Smart Videohubのコントロールパネルで変更された最後のルーティング
を示しています。同じ送信先のプッシュボタンをリモートユーザーとして選択した場合は、該当の送信先
のソースが変更され、その変更がSmart Videohubに反映されます。

内蔵プッシュボタンコントロールパネルにより、コンピューターを使用せずにルーティングを変更可能。
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